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長野県ＰＴＡ連合会

ＰＴＡ大改革

対談

大

島

　

新
会
長

千

野

　

前
会
長

　

４
人
家
族
の
我
が
家
の
米

の
消
費
量
は
、
一
日
平
均
５

合
（
７
５
０
ｇ
）
程
度
で

す
。
一
人
当
た
り
に
す
る

と
、
１
８
７
ｇ
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
全
国
平
均
は

１
１
９
ｇ
で
、
だ
い
た
い
三

食
の
内
２
回
は
ご
飯
（
米
）

を
食
べ
て
い
る
計
算
に
な
り

ま
す
。
世
界
に
目
を
向
け
る

と
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
が
上

位
を
占
め
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
で
は
一
人
当
た
り
の
消

費
量
は
４
７
３
ｇ
も
あ
り
ま

す
。
一
方
、
米
が
主
食
で
あ

り
な
が
ら
日
本
は
50
位
に
甘

ん
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
環
境
や
生
活

ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、

い
か
に
朝
食
を
摂
ら
せ
る
か

が
、
今
や
日
本
の
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
生
活
サ
イ

ク
ル
が
夜
中
に
ず
れ
込
み
、

朝
起
き
て
も
朝
食
が
準
備
で

き
て
い
な
い
と
か
、
ゲ
ー
ム

や
ス
マ
ホ
な
ど
を
や
っ
て
い

て
朝
起
き
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
か
の
理
由
で
、
朝
食
抜

き
で
登
校
す
る
子
ど
も
が
増

え
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
力

が
出
る
ご
飯
（
米
）
を
是

非
、
食
べ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

長
野
県
は
、
長
寿
日
本
一

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
米
を

は
じ
め
、
野
菜
、
果
物
、
キ

ノ
コ
等
、
豊
か
な
農
産
物
に

恵
ま
れ
て
い
る
、
そ
の
お
か

げ
か
と
思
い
ま
す
。
実
は
、

長
野
県
は
ゴ
ミ
の
排
出
量
が

日
本
一
少
な
い
県
で
も
あ
り

ま
す
。
三
〇
―
一
〇
運
動
の

成
果
で
し
ょ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
し
っ

か
り
ご
飯
を
食
べ
る
、
食
べ

さ
せ
て
や
る
。
こ
れ
が
子
育

て
の
基
本
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。　
　
　

（
Ｙ
・
Ｓ
）

　

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
、
会
則
の
全
面
改
正
や
組

織
改
革
な
ど
を
実
施
し
た
千
野
前
会
長
か
ら
大
島
新
会

長
に
引
き
継
が
れ
た
。
そ
の
お
二
人
に
今
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
に
伝
え
た
い
こ
と
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
い
た
。

―
な
ぜ
改
革
を
お
こ
な
っ
た

の
か

千
野　

①
時
代
の
流
れ
や
会

員
の
満
足
感
と
波
及
効
果
を

考
え
て
、
事
業
を
見
つ
め
直

す
時
期
に
き
て
い
た　

②
集

会
な
ど
の
移
動
に
時
間
と
交

通
費
が
多
く
か
か
る
中
、
少

子
化
が
進
み
、
従
来
通
り
の

運
営
が
難
し
く
な
っ
た　

③

郡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

役
割
を
整
頓
し
て
、
行
事
の

重
複
や
不
足
を
少
な
く
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
―

な
ど
。

大
島　

問
題
点
の
指
摘
は
千

野
前
会
長
と
同
じ
。
会
員
の

ニ
ー
ズ
に
合
う
形
に
し
た

か
っ
た
。
会
議
の
回
数
が
限

ら
れ
る
中
で
、
協
議
す
る
内

容
も
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、

最
適
化
し
て
い
き
た
い
と
考

え
た
か
ら
。

―
何
を
、
ど
の
よ
う
に
変
え

た
の
か

千
野　

①
研
修
会
や
会
議
の

合
理
化
と
差
別
化　

②
発
行

物
の
統
合
と
見
直
し　

③
Ｈ

Ｐ
の
刷
新
及
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活

用　

④
Ｐ
Ｔ
Ａ
憲
章
の
改
定　

⑤
会
則
と
細
則
の
改
正　

⑥

研
究
大
会
の
休
止　

⑦
分
担

金
の
引
き
下
げ
―
な
ど
。

―
Ｐ
Ｔ
Ａ
憲
章
の
改
定
に
込

め
た
願
い
は

千
野　

家
庭
・
学
校
・
地
域

が
協
力
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
そ
う
と
す
る
Ｐ

Ｔ
Ａ
本
来
の
目
的
を
知
っ
て

も
ら
い
、
学
級
懇
談
会
な
ど

に
保
護
者
と
先
生
が
揃
っ
て

参
加
し
て
、
顔
見
知
り
に
な

り
、
学
び
合
い
、
信
頼
関
係

を
築
い
て
子
ど
も
を
育
ん
で

ほ
し
い
。

大
島　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い

て
の
、
先
生
と
保
護
者
、
郡

市
Ｐ
と
県
Ｐ
、
会
員
か
ら
見

た
県
Ｐ
な
ど
の
関
係
が
充
分

理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

根
底
に
あ
る
理
念
や
方
針
が

県
内
で
統
一
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　

新
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
憲
章
を

ベ
ー
ス
に
子
育
て
や
県
Ｐ
を

み
ん
な
で
主
体
的
に
考
え
て

い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、

学
校
・
教
育
の
こ
と
を
先
生

方
か
ら
学
び
、
共
通
理
解
を

深
め
る
こ
と
は
必
要
だ
。

　

こ
の
先
10
年
ど
う
や
っ
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
運
営
し
て
い
く

か
、
子
ど
も
た
ち
を
ど
う
育

ん
で
い
く
か
、
事
業
と
財
政

の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
す
る
か

な
ど
を
、
長
野
県
ら
し
さ
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
平
成

30
年
度
に
迎
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
結

成
70
周
年
に
向
け
て
信
州
モ

デ
ル
を
示
し
て
い
き
た
い
。

―
信
州
モ
デ
ル
と
は

大
島　

先
生
と
保
護
者
、
県

Ｐ
と
郡
市
Ｐ
、
単
Ｐ
と
会
員

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や

財
政
と
の
か
ら
み
な
ど
が
明

文
化
さ
れ
て
い
な
い
。
足
り

な
い
と
こ
ろ
と
重
複
す
る
と

こ
ろ
を
、
事
業
面
と
財
政
面

か
ら
整
理
し
て
、
長
野
県
全

体
を
俯
瞰
し
判
断
で
き
る
一

枚
の
絵
を
描
い
て
い
き
た

い
。
目
標
は
全
国
が
長
野
県

の
真
似
を
す
る
よ
う
な
モ
デ

ル
を
作
る
こ
と
。

千
野　

ど
の
地
方
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

も
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
あ

る
。
情
報
交
換
し
な
が
ら
真

似
し
合
う
こ
と
で
地
方
Ｐ
Ｔ

Ａ
は
お
互
い
に
向
上
し
て
い

く
。
信
州
モ
デ
ル
が
一
石
を

投
じ
る
こ
と
に
期
待
し
た

い
。

―
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
と

な
っ
て
果
た
す
役
割
は
何
か

千
野　

県
Ｐ
は
働
き
か
け
る

こ
と
が
役
割
。
会
員
の
声

を
教
育
行
政
に
働
き
か
け

る
。
毎
年
入
れ
替
わ
る
役
員

や
会
員
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
理
念
な

ど
が
伝
わ
る
よ
う
に
働
き
か

け
る
。
そ
の
内
容
を
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク「
よ
り
よ
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

に
ま
と
め
た
の
で
活
用
し
て

ほ
し
い
。

大
島　

郡
市
に
よ
っ
て
ニ
ー

ズ
が
違
う
。
ま
ず
は
地
区
協

議
会
で
検
討
し
て
、
で
き
な

い
と
こ
ろ
を
県
Ｐ
に
相
談

し
、や
る
や
ら
な
い
を
含
め
、

方
針
を
決
め
て
い
た
だ
く
。

　

信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
を
活
用
し
な
が
ら
地

域
と
連
携
し
て
、
共
通
す
る

部
分
は
一
緒
に
協
働
し
て

や
っ
て
い
き
た
い
。
各
地
域

の
事
例
を
集
め
て
、
各
学
校

に
と
っ
て
よ
り
良
い
運
営
方

法
を
模
索
し
な
が
ら
、
発
信

し
て
い
き
た
い
。

―
会
員
に
伝
え
た
い
こ
と
を

一
言
で

千
野　

ク
ラ
ス
で
、
家
庭

で
、
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

大
島　

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

我
々
と
一
緒
に
手
を
つ
な
い

で
、
学
ん
で
、
理
解
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

固い握手をする大島新会長（左）と千野前会長（右）

～めざせ！　　　　　

　
チーム信州ＰＴＡ～

　

大
島
新
会
長
は
、
今
年
度

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
チ
ー
ム

信
州
Ｐ
Ｔ
Ａ
！
『
学
び
と
連

携
』
に
よ
り
、
信
州
モ
デ

ル
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
創
造
し
よ

う
！
」
と
し
た
。

　

「
保
護
者
と
先
生
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
と
一
般
会
員
、
お
互

い
の
立
場
や
使
命
、
力
量

が
違
う
の
は
理
解
で
き
る

が
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

し
っ
か
り
ス
ク
ラ
ム
を
組
む

必
要
が
あ
る
」
と
熱
く
語
っ

た
。

　

私
た
ち
保
護
者
は
、
子
ど

も
た
ち
の
今
の
課
題
を
先
生

と
共
有
し
、
解
決
策
を
探
る

た
め
に
最
も
身
近
な
学
級
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
参
加
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
感
じ
た
。

対
談
を
終
え
て
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長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
、
5
月
26
日
、
信
濃
教
育
会
館
に
お
い
て
、
定
期
総
会
を

開
催
し
た
。
県
内
16
郡
市
代
議
員
出
席
の
も
と
、
会
長
に
大
島
修
氏
が
選
任
さ
れ
、
新

役
員
と
共
に
更
な
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
千
野
貴
文

前
会
長
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
本
質

を
見
つ
け
、
少
子
化
な
ど
社

会
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
改

革
を
目
指
し
た
。
単
位
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
声
を
集
め
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
活
動
や
教
育
の
発
展
に
向

け
て
必
要
な
事
を
し
っ
か
り

と
働
き
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
意
識
し
な
が
ら
質
の

向
上
に
努
め
て
き
た
。ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
、
み
ん
な

が
し
っ
か
り
集
ま
り
、
話
し

合
い
学
び
合
い
汗
を
か
く
こ

と
を
大
切
に
し
て
き
た
。
子

ど
も
を
育
む
た
め
の
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
く
原
点
が
そ

こ
に
あ
る
と
私
た
ち
は
信
じ

て
い
る
。
家
庭
や
地
域
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
よ
う
と

昨
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
プ
ラ

ン
を
組
み
、
今
年
度
は
チ
ー

ム
信
州
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
、

い
っ
そ
う
強
い
結
束
を
目
指

し
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
菅
沼
尚

県
教
育
次
長
が
「
学
校
は
社

会
と
の
接
点
を
持
ち
つ
つ
、

多
様
な
人
々
と
つ
な
が
り
を

持
ち
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
の
で

き
る
、
開
か
れ
た
環
境
と
な

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

学
校
教
育
の
核
と
な
る
教
育

課
程
も
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
学
校
を
開

き
、
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
を

社
会
と
共
有
し
、
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
。
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
活
動
は
ま
さ
に

社
会
に
開
か
れ
た
方
向
性
に

着
手
し
た
も
の
で
あ
る
。
子

ど
も
た
ち
が
、
様
々
な
方
々

と
関
わ
り
な
が
ら
多
く
の
体

験
を
積
み
重
ね
、
自
ら
考
え

行
動
で
き
る
力
を
つ
け
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
」
と
述
べ

ら
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

続
い
て
、
北
田
愛
治
信
濃

教
育
会
事
務
局
長
は
、
自
身

の
教
員
時
代
に
出
会
っ
た
子

ど
も
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら｢

家

庭
で
し
か
で
き
な
い
教
育
、

担
任
で
し
か
で
き
な
い
教
育

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
共
に

子
ど
も
を
育
て
て
い
く
姿
勢

が
大
切
だ
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の

皆
様
が
お
互
い
に
協
力
や
工

夫
を
し
て
自
分
た
ち
が
で
き

る
こ
と
を
実
践
し
、
学
校
や

地
域
を
盛
り
上
げ
、
学
校

作
り
や
地
域
の
教
育
力
を
高

め
る
活
動
に
努
力
し
て
い
る

こ
と
を
承
知
し
て
い
る
。
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
、続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、第
27
回
県
小
・

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
品
の
表
彰
を

挟
ん
で
、
吉
澤
由
紀
子
代
議

員(

松
本
市
Ｐ)

の
進
行
で

議
事
に
入
っ
た
。
28
年
度
事

業
報
告
及
び
決
算
報
告
、
29

年
度
役
員
の
選
出
、
事
業
計

画
案
及
び
予
算
案
が
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

大
島
修
新
会
長
は
役
員
を

代
表
し
て
「
平
成
30
年
度
に

迎
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
結
成
70
周
年

を
契
機
に
、
保
護
者
と
教
職

員
、
県
Ｐ
役
員
と
会
員
と
が

一
体
と
な
っ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
憲

章
を
含
め
、
改
め
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
意
義
を
学
び
合
い
、

長
野
県
ら
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。
最
後
に
大

島
会
長
の
音
頭
で
「
29
年
度

チ
ー
ム
信
州
Ｐ
Ｔ
Ａ
一
緒
に

頑
張
ろ
う
」
と
出
席
者
全
員

で
唱
和
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
平
成
2929
年
度
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
表
彰
受
賞
者

年
度
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
表
彰
受
賞
者

　

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、
本
会
の
発
展
に
貢
献

し
た
方
々
を
定
期
総
会
に
お
い
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略)

第27回 長野県小･中学校ＰＴＡ広報紙コンクール第27回 長野県小･中学校ＰＴＡ広報紙コンクール
今年度は、75校（小学校 57校・中学校 18校）の応募があり、審査の結果 18校が入賞の栄に輝いた。

小
平
美
奈
子
（
全

佐

久
）

木
内
理
枝
子
（
全

佐

久
）

上
原　

博
信
（
上　
　

小
）

石
坂　

修
一
（
更　
　

埴
）

中
村　

洋
一
（
更　
　

埴
）

金
子　

淳
子
（
更　
　

埴
）

酒
井　

康
行
（
更　
　

埴
）

向
山　

悟
志
（
諏　
　

訪
）

伊
藤　

秀
樹
（
上

伊

那
）

宮
下
裕
三
子
（
上

伊

那
）

福
與　

雅
寿
（
上

伊

那
）

熊
谷　
　

弘
（
飯　
　

伊
）

漆
平　

芳
輝
（
木　
　

曽
）

武
居　

竹
生
（
木　
　

曽
）

清
水　

哲
也
（
塩　
　

筑
）

倉
田　

ゆ
か
（
塩　
　

筑
）

大
久
保
羊
三
（
安
曇
野
市
）

中
村　

真
市
（
安
曇
野
市
）

竹
田　

秀
喜
（
大　
　

北
）

浅
輪
佳
代
子
（
松

本

市
）

森　
　

政
之
（
松

本

市
）

寺
沢　

隆
宏
（
上

高

井
）

土
屋　

信
一
（
上

高

井
）

片
山　
　

功
（
中　
　

高
）

渋
沢　

幸
男
（
上

水

内
）

村
松　

正
勝
（
飯　
　

水
）

鷲
尾　

栄
三
（
飯　
　

水
）

吉
越　

邦
榮
（
飯　
　

水
）

千
野　

貴
文
（
長

野

市
）

小
池　

秀
雄
（
長

野

市
）

小
山
田　

広
（
長

野

市
）

志
川　

孝
之
（
長

野

市
）

内
山
ゆ
か
り
（
長

野

市
）

久
保
田
英
雄
（
教
師
幹
事
）

野
本　
　

仁
（
教
師
幹
事
）

宮
本　
　

勇
（
教
師
幹
事
）

宮
原　

広
美
（
保
護
者
幹
事
）

山
本　

典
子
（
保
護
者
幹
事
）

金
子　

郁
子
（
編
集
部
員
）

赤
塩　
　

香
（
編
集
部
員
）

毛
涯
二
三
男
（
県
Ｐ
事
務
局
）

　

読
み
や
す
く
興
味
の
持
て

る
、
読
ん
で
役
に
立
つ
内
容

を
心
が
け
ま
し
た
。
学
校
や

地
区
委
員
の
協
力
で
記
事
が

集
ま
り
、
取
材
の
中
で
地
域

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

受
賞
者
の
声

茅
野
市
立

　

玉
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

♦学校・家庭・地域との連携を掲
載することは、地域で子どもを
育てる上で役立つと感じた。
♦学校新聞との役割の違いを考え
て、会員へPTAの理念や活動・
情報などを発信しているものが
たくさんあった。
♦子どもの活動、PTA活動の様
子、地域のことなど幅広い内容
を盛り込んでいる記事が増え
た。親にとって現在の関心事を
記事にしているものが見られて
良い。
♦同じ紙面構成でも、カラーの方
が印象が良い。色の選択にそれ
ぞれのPTAの個性や雰囲気を感
じた。

審査員の講評

熱心に協議する代議員

表
彰
さ
れ
る
玉
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

更
に
強
い
結
束
を
目
指
し
て

菅
沼

千
野

北
田

長

野

県

教

育

次

長

前

長

野

県

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

信
濃
教
育
会

事

務

局

長

社
会
と
の
つ
な
が
り
大
切
に

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

長
野
県
教
育
委
員
会
賞

　

☆
茅
野
市
立
玉
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

佐
久
市
立
佐
久
平
浅
間
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

松
本
市
立
山
辺
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

松
本
市
立
清
水
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

長
野
市
立
南
部
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

長
野
市
立
吉
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

豊
丘
村
立
豊
丘
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

松
本
市
立
旭
町
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

高
山
村
立
高
山
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

☆
松
本
市
立
旭
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

☆
松
本
市
立
岡
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

☆
長
野
市
立
湯
谷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

長
野
市
立
徳
間
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

☆
上
田
市
立
塩
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

☆
松
本
市
立
筑
摩
野
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

佳　
　

作

優

良

賞

優

秀

賞

最
優
秀
賞

信
濃
毎
日
新
聞
社
賞

　

☆
飯
田
市
立
伊
賀
良
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

日
本
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
工
業
会

　
　
　
　
　
　

長
野
県
支
部
長
賞

　

☆
松
本
市
立
鎌
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

　

☆
長
野
市
立
西
部
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

☆
印
の
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
広
報
紙
が
、
全

国
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
推

薦
さ
れ
た
。(

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
推
薦
規
定

に
よ
り
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
６
点
、
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
３
点
を
推
薦)
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5101520253035404550

5101520253035404550

5101520253035404550

5101520253035404550

5101520253035404550

5101520253035404550

5101520253035404550

5101520253035404550

5101520253035404550

5101520253035404550

⼩野 ⽂久 委員⻑
（上伊那 箕輪中部⼩）

⿑藤 義則 委員⻑
（中⾼ 野沢温泉中）

千野 貴⽂ 委員⻑
（顧問）

 学級PTA、学校PTA、郡市PTAの連携や役割について、その⽅向性
を「信州モデル」として提案していきます。

○⼩・中学⽣総合補償制度の推進
○ハンドブック「よりよいPTA」の企画
○PTA連合会組織の「信州モデル」の研究と対応協議
○企業や⾏政に対するPTA活動への⽀援要請の仕組み検討
○改正個⼈情報保護法全⾯施⾏に関する研究と対応協議

 家庭と学校とのより良い関係が築かれるよう、先⽣と保護者が
⼿を取り合い共に学びを深め、笑顔あふれる⼦育てが県内各地に
広がるよう事業を進めます。

○郡市 PTA 保護者代表者研修会（陽だまり懇談会・陽だまり
研修会）の企画・運営

○学級・家庭教育⼒向上に関する資料の提供（⾷育に関する研
究と対応協議、学級懇談会の現状把握と事例展開）

○第８回⻑野県三⾏詩コンクールの企画・運営

 各単位 PTA、郡市 PTA の課題などを把握、共有化し、新役員
研修会を主軸に、会員や役員に必要な知識・情報等をまとめ、更
なる活動の向上に貢献していきます。

○単位 PTA 新年度役員研修会の準備と運営
○研究委嘱事業の補助と調整、次期研究委嘱 PTA の選定
○郡市 PTA の財政状況に関する調査

 教育現場が抱えている問題や課題について、⻑野県教育委員会
など教育関係機関との協議を経て⾒解や対応⽅針を⽰します。

○ 16 郡市 PTA 連携懇談会の準備と運営
○教育課題の概要や対応⽅針の提⽰
○⻑野県教育委員会との懇談会開催
○「信州型コミュニティスクール」の完全導⼊に対する研究と

対応協議

 ⻑野県 PTA 新聞や、ホームページ、フェイスブックを通して、
学校・郡市 PTA や専⾨委員会の取り組みを紹介し、PTA 活動の
⽀援となる情報を発信します。

○⻑野県 PTA 新聞の編集と発⾏（年２回）
○ホームページ、フェイスブックなどによる情報発信
○第 28 回⻑野県⼩・中学校 PTA 広報紙コンクールの企画と

運営
○ PTA 会員へ情報や資料を波及する⽅策の研究と対応協議

 PTA 安全互助制度により、PTA 活動中の事故による被害を補
償します。また、安全講習会を通じて、PTA 活動中の怪我の予
防や家族の健康増進を図ります。

○保険会社との提携による傷害・賠償補償事業の推進 
○積⽴⾦を活⽤した⾒舞⾦給付事業の推進 
○各地区での安全講習会の開催

中3（娘）

⾼2（娘）
中3（娘）

⼩4（娘）
⼩2（娘）

広 報

安全互助

⿊岩 裕⼦ 委員⻑
（上⾼井 ⾼⼭⼩）

⾼専4（息⼦）
中3 （息⼦）
⼩6 （息⼦）

⼦育て

活動⽀援

草間 由紀⼦ 委員⻑
（松本市 清⽔中）

教育連携

総 務
原⽥ ⼀泰 委員⻑

（全佐久 御代⽥南⼩）

⾼2（娘）
中3（息⼦）
⼩5（娘）
⼩1（娘）

平成29年度平成29年度委員会活動委員会活動

26歳（息⼦）
24歳（娘）
⾼2（娘）
中2（娘）
中1（娘）

☆
優
良
賞

小　

池　

生
万
里
（
佐
久
穂
小
１
年
）

岡　

本　

羽　

輝
（
坂
の
上
小
３
年
）

吉　

澤　

孝　

太
（
丸
子
中
央
小
５
年
）

竹　

前　

咲　

耶
（
高
山
小
５
年
）

北　

澤　

凛
太
朗
（
伊
那
東
部
中
１
年
）

中　

島　

麻　

絢
（
川
上
中
２
年
）

田　

中　

錬
之
介
（
旭
町
中
２
年
）

野　

﨑　

太　

一
（
野
沢
温
泉
中
３
年
）

松　

村　

和　

代
（
山
本
小
保
護
者
）

沼　

田　

克　

枝
（
豊
井
小
保
護
者
）

郡　

司　

愛　

子
（
朝
陽
小
保
護
者
）

根　

井　

和　

江
（
中
川
中
保
護
者
）

平成29年度 長野県ＰＴＡ連合会役職員名簿平成29年度 長野県ＰＴＡ連合会役職員名簿
会　長　　　　　　大島　　修
副会長（東　　信）原田　一泰
　　　（南　　信）小野　文久
　　　（中　　信）草間由紀子
　　　（北　　信）齊藤　義則
　　　（母　　親）黒岩　裕子
　　　（教　　師）北沢　浩美
専務理事　　　　　小山　修二
監　事（父　　親）坂井　良平　
　　　（母　　親）小林　妙子
　　　（教　　師）千野　和江
顧　問　　　　　　千野　貴文
理　事（全 佐 久）井出　昌利
　　　（上　　小）吉澤　勝雄
　　　（更　　埴）和田　豊秋
　　　（諏　　訪）伊藤　浩平
　　　（上 伊 那）小野　文久（兼）
　　　（飯　　伊）森下　秀治

　　　（木　　曽）加藤　雅洋
　　　（塩　　筑）川﨑　　透
　　　（安曇野市）羽田野賢二
　　　（大　　北）小林　茂明
　　　（松 本 市）吉澤由紀子
　　　（上 高 井）佐々木和幸
　　　（中　　高）齊藤　義則（兼）
　　　（上 水 内）川口　　彰
　　　（飯　　水）山田　正浩
　　　（長 野 市）大矢　洋丈
　　　（東信母親）湯本　英美
　　　　　　　　　宮澤　久誉
　　　（南信母親）高木　智子
　　　　　　　　　小林　厚子
　　　（中信母親）上洞まなみ
　　　　　　　　　森　しのぶ
　　　（北信母親）外谷麻紀子
　　　　　　　　　森山　奈々

　　　（教　　師）茨木　信行
　　　　　　　　　宮澤　志郎
　　　　　　　　　宮澤眞由美
　　　　　　　　　林　とよ美
　　　　　　　　　小笠原重光
　　　　　　　　　湯本　和子
　　　　　　　　　宮澤　好一
幹　事（教　　師）宮坂ゆかり
　　　　　　　　　町田　秀敏
　　　　　　　　　池田　純一
　　　　　　　　　山田　敏彦
　　　（保 護 者）岩﨑　明美
　　　　　　　　　五味　明美
　　　　　　　　　竹腰　弘恵
　　　　　　　　　柄澤みゆき
　　　　　　　　　小野みさき
　　　　　　　　　飯沼　範子
　　　　　　　　　山田　明美
　　　　　　　　　山﨑　由佳
新聞編集部（教師）宮坂ゆかり（兼）
　　　　　　　　　橋本　郁子
　　　（保 護 者）関　富志子
　　　　　　　　　宮本　信子
　　　　　　　　　和田みゆき
　　　　　　　　　伊藤　由佳
　　　　　　　　　小林恵美子
　　　　　　　　　西澤　洋子
　　　　　　　　　井上　亜里
事務局（事務局長）滝澤　　宰
　　　（書　　記）木内　京子

　

６
月
１
日
よ
り
お
世
話
に

な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
我
が
子
と

一
緒
に
人
生
を
豊
か
に
生
き

る
貴
重
な
体
験
で
す
。
そ
の

皆
さ
ん
方
が
安
心
し
て
楽
し

く
活
動
が
で
き
ま
す
よ
う
、

安
全
互
助
会
を
通
し
て
し
っ

か
り
支
え
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　

小
山　

修
二

　

８
年
間
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
毛
涯
二
三
男
前
専
務

理
事
は
、
５
月
31
日
付
で
退

任
し
ま
し
た
。

新
専
務
理
事

　

着
任
の
挨
拶

第
８
回
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル

　

今
年
度
の
応
募
数
は
５
９
６
８
点
。
最
終

選
考
会
に
お
い
て
選
ば
れ
た
優
秀
作
品
の
中

か
ら
３
点
を
紹
介
す
る
。（
敬
称
略
）

☆
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

☆
優
秀
賞

こ
な
い
で
と

　
　

言
っ
た
け
れ
ど　

　
　
　
　

母
を
探
し
た　

参
観
日

ね
る
ま
え
に

　

マ
マ
と
は
な
せ
る　

し
あ
わ
せ
じ
か
ん　

　
　

あ
し
た
も
あ
ん
し
ん　

お
や
す
み
な
さ
い

腹
が
た
つ

　

で
も　

そ
の
言
い
方

　
　
　
　
　

私　

そ
っ
く
り

小
林　

樹
生　

（
緑
ヶ
丘
中
２
年
）

坂
本　

菜
摘　

（
筑
摩
小
２
年
）　
　
　

湯
本　

待
子　

（
山
ノ
内
東
小
保
護
者
）

　

小
学
生
は
家
族
へ
の
感
謝

を
素
直
に
表
現
し
て
い
る
。

一
方
、
中
学
生
は
素
直
に
口

に
出
せ
な
い
自
分
を
詠
ん
だ

作
品
が
見
受
け
ら
れ
た
。
子

ど
も
は
親
や
家
族
の
姿
を
よ

く
見
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
た
。 講　

評

―
正
式
名
称
は
？

　

『
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
』
で
す
。
各
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ

れ
ら
が
郡
市
ご
と
に
集

ま
っ
た
の
が
郡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
、
県
下
の
郡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
集
ま
り
が
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
に
な
り
ま
す
。

―
ど
こ
に
あ
る
の
？

　

長
野
市
立
図
書
館
向
か

い
の
信
濃
教
育
会
館
2
階

に
あ
り
ま
す
。
下
の
見
取

り
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

事
務
局
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
の
皆
様
に
役
立
つ
事
務

的
な
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

　

講
堂
は
定
期
総
会
や
理

事
会
で
利
用
し
ま
す
。
ま

た
、
長
野
県
教
育
委
員
会

と
の
懇
談
会
、
陽
だ
ま
り

懇
談
会
・
研
修
会
も
こ
ち

ら
で
行
い
ま
す
。

　

第
二
会
議
室
と
機
器
室

は
各
委
員
会
の
会
議
に
利

用
さ
れ
、
委
員
会
活
動
も

こ
ち
ら
の
場
所
を
使
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
そ
う
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
、
こ
の

新
聞
を
発
行
す
る
た
め
の

編
集
会
議
も
こ
こ
で
行
っ

て
い
ま
す
。

―
県
Ｐ
の
会
長
、
各
委
員

長
は
事
務
局
に
い
る
の
？

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
。
役
員
の
皆
さ
ん

は
会
議
の
都
度
、
県
下
各

地
か
ら
集
ま
っ
て
き
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
県
Ｐ
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
今
日
は
来
な
く
て
い
い
よ
」
と
言
っ
た

け
ど
、
本
当
は
来
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を

書
き
ま
し
た
。
家
族
も
喜
ん
で
く
れ
て
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

受
賞
者
の
声

受
賞
者
の
声
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編

後
集

記

郷土愛を育む

宮 田 村

宮 ⽥ ⼩ 学 校
み や だ

満
腹
昼
ご
は
ん

元
気
に
ハ
イ
タ
ッ
チ

給
食
試
食
会
＆
懇
談
会

　

対
談
の
中
で
、
何
度
も
使

わ
れ
て
い
た
「
郷
育
」
と
い

う
言
葉
。
故
郷
を
知
り
、
大

事
に
し
、
再
び
故
郷
に
戻
っ

て
き
て
も
ら
う
た
め
の
教
育

を
指
す
。
中
で
も
郷
土
の
食

を
知
る
「
食
育
」
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

　

宮
田
村
で
は
学
校
給
食
に

も
地
場
の
食
材
を
極
力
取
り

入
れ
て
い
る
。
村
に
は
「
学

校
給
食
を
育
て
る
会
」
と
い

う
組
織
が
あ
り
、
村
内
で
採

れ
た
新
鮮
な
食
材
が
学
校
に

届
け
ら
れ
る
。
地
域
の
方
々

も
協
力
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
郷
土
食
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
る
。

　

父
親
母
親
委
員
会
が
開
催

し
て
い
る
「
お
父
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
満
腹
昼
ご
は

ん
」
は
、
毎
年
参
加
者
が
増

え
、
昨
年
は
約
90
名
と
大
勢

の
親
子
が
参
加
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
人
気
の
、
キ
ム
チ

と
た
く
あ
ん
を
混
ぜ
た
キ
ム

タ
ク
ご
は
ん
、
宮
田
村
の
地

場
食
材
を
使
っ
た
餃
子
ス
ー

プ
な
ど
が
献
立
と
な
り
、
親

子
で
楽
し
く
調
理
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
息
子
に

『
は
み
出
て
い
る
ぞ
！
』
と

注
意
し
て
い
た
餃
子
の
具
包

み
。『
お
父
さ
ん
も
は
み
出

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性

な
ど
を
学
ぶ
活
動
を
始
め

た
。
年
に
３
回
の
講
演
会
等

を
予
定
し
、
１
回
目
は
保
護

者
を
対
象
に
「
脳
に
与
え
る

影
響
」
と
題
し
て
講
演
会
を

行
っ
た
。
今
後
は
子
ど
も
を

交
え
て
の
勉
強
会
も
計
画
さ

れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用

す
る
際
の
ル
ー
ル
作
り
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

考
え
、
学
び
合
っ
て
い
く
。

親
子
で
学
び
合
う

取
材
を
終
え
て

7
月
2
日（
日
）に
所
属
す

る
郡
市
Ｐ
の
研
究
集
会
が
開

か
れ
た
。研
究
テ
ー
マ
は「
心

豊
か
な
た
く
ま
し
い
子
ど
も

を
育
て
る
た
め
に
」
だ
。
今

回
で
実
に
59
回
を
数
え
る
。

動
員
が
か
か
っ
て
い
る
と

は
い
え
、
１
０
０
人
を
超
え

る
参
加
者
が
あ
る
。
中
心
と

な
る
レ
ポ
ー
ト
や
各
自
が
持

ち
寄
っ
た
一
枚
レ
ポ
ー
ト
を

巡
っ
て
話
し
合
う
、
い
わ
ば

昔
な
が
ら
の
ス
タ
イ
ル
で
あ

る
。ス

タ
イ
ル
は
レ
ト
ロ
で

あ
っ
て
も
「
地
域
が
ど
の
よ

う
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
支
え
て
い
る

か
」
と
か
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
な

ど
、内
容
は
今
日
的
だ
。「
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
と
、

ど
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
頑
張
っ
て
い

る
の
が
分
か
る
。
更
に
、
多

く
の
学
校
で
少
子
化
の
影
響

下
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
や
活
動
内

容
の
ス
リ
ム
化
に
頭
を
悩
ま

せ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
悩
み
や
試
行
が
、
お

互
い
の
参
考
に
な
っ
て
い

く
。
こ
の
よ
う
な
機
会
が
無

け
れ
ば
、
他
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

様
子
を
知
る
こ
と
も
少
な
い

だ
ろ
う
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
つ
な
が
り
の
一

つ
の
形
だ
。
人
と
人
と
の
結

び
つ
き
が
希
薄
に
な
り
つ
つ

あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
。　
　
　

（
Ｙ
・
Ｍ
）

◎
宮
坂
ゆ
か
り
（
井
上
小
長
）

○
橋
本　

郁
子
（
芋
井
小
頭
）

　

関　

富
志
子
（
裾
花
小
Ｐ
）

　

宮
本　

信
子
（
城
東
小
Ｐ
）

　

和
田
み
ゆ
き
（
相
森
中
Ｐ
）

　

伊
藤　

由
佳
（
犀
陵
中
Ｐ
）

　

小
林
恵
美
子
（
吉
田
小
Ｐ
）

　

西
澤　

洋
子
（
湯
谷
小
Ｐ
）

　

井
上　

亜
里
（
須
坂
小
Ｐ
）

◎
齊
藤　

義
則
（
中　
　

高
）

○
川
口　
　

彰
（
上

水

内
）

　

森
下　

秀
治
（
飯　
　

伊
）

　

小
林　

茂
明
（
大　
　

北
）

　

湯
本　

英
美
（
上　
　

小
）

　

宮
澤　

志
郎
（
諏　
　

訪
）

　

林　

と
よ
美
（
塩　
　

筑
）

　

宮
坂
ゆ
か
り
（
上

高

井
）

　

山
﨑　

由
佳
（
長

野

市
）

◇
新
聞
編
集
部
員

◇
広
報
委
員　
　

伝統と絆を受け継いで

 県の最東部に位置し、埼⽟県・⼭梨県に接する川上
村。レタス畑が続く中に、本年度創⽴50周年を迎える
川上中学校がある。地元のカラマツをふんだんに⽤いた
校舎で村の⼦どもたちが⼤切に育まれている。「感受性
豊かに 思慮深く 実践する⽣徒に」の学校教育⽬標の
もと113⼈が学び合う。

 中央アルプスの最⾼峰である⽊曽駒ヶ岳がそびえ、天
⻯川や太⽥切川が流れるなだらかな平野にある宮⽥⼩学
校。宮⽥村で進めている「郷育」という理念のもと、学
校⽬標「みんなが笑顔で帰宅 笑顔で登校できる学校」
に向かって、558名の⼦どもたちが⽇々学んでいる。

和
や
か
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業

安
全
を
守
る
乗
車
指
導

取
材
を
終
え
て

保
護
者
と
一
緒
に
自
校
給
食

を
味
わ
い
な
が
ら
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
懇
談
会
も

行
う
。　
　
　

昨
年
度
は
学
年
・
学
級
Ｐ

Ｔ
Ａ
15
名
の
保
護
者
が
参
加

し
、
学
校
給
食
や
食
育
の
話

題
か
ら
学
校
で
の
教
育
活
動

や
子
ど
も
の
姿
に
い
た
る
ま

で
、
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
。　
　

給
食
試
食
会
に
つ
い
て

は
「
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を

川
上
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は

地
域
の
生
活
サ
イ
ク
ル
に
合

わ
せ
て
活
動
を
計
画
し
て
い

る
。
在
校
し
て
い
る
生
徒
の

8
割
か
ら
9
割
が
レ
タ
ス
を

中
心
と
し
た
野
菜
を
生
産
し

て
い
る
家
庭
で
、
５
月
か
ら

11
月
頃
は
非
常
に
忙
し
い
毎

日
を
送
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

春
に
は
総
務
部
・
厚
生
部

が
中
心
と
な
っ
て
、
3
年
生

と
そ
の
保
護
者
が
校
内
の
美

化
作
業
を
行
う
。
本
年
度
は

4
月
下
旬
に
校
内
の
窓
拭
き

作
業
が
行
わ
れ
た
。
毎
年
こ

の
春
の
作
業
は
、
夏
場
は
忙

し
く
、
な
か
な
か
子
ど
も
や

学
校
に
関
わ
れ
な
い
父
親
が

積
極
的
に
参
加
す
る
そ
う

だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
割
の
生
徒
が
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
通
っ
て
い
る
。
利
用
す

る
生
徒
の
た
め
に
、
校
外
指

導
部
は
秋
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
乗
車
指
導
を
行
う
。乗
車
・

車
内
で
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

な
ど
を
校
外
指
導
部
の
保
護

者
と
学
校
職
員
が
バ
ス
に
同

乗
し
、
安
全
で
気
持
ち
よ
く

登
下
校
が
で
き
る
よ
う
指
導

を
す
る
。

「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
バ

ス
の
乗
り
降
り
の
際
、
運
転

手
さ
ん
へ
の
あ
い
さ
つ
が

し
っ
か
り
で
き
て
い
た
。
ま

た
、
乗
車
中
の
マ
ナ
ー
も
と

て
も
よ
く
、
感
心
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
川
上
中
学
校
の
よ

い
伝
統
と
し
て
引
き
継
い
で

ほ
し
い
」
と
い
う
保
護
者
の

感
想
が
あ
っ
た
。

地
域
の
人
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
も

ず
っ
と
前
か
ら
一
体
と
な
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り

育
て
て
い
る
。

杉
山
会
長
は
「
昔
か
ら
年

上
・
年
下
関
係
な
く
、
幾
つ

に
な
っ
て
も
仲
良
く
声
を
掛

け
合
う
の
が
川
上
村
。
農
家

一
軒
一
軒
は
ラ
イ
バ
ル
と
も

い
え
る
が
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
は
関
係
な
く
お
互
い
に
相

手
を
大
事
に
し
て
い
る
。
そ

れ
を
子
ど
も
た
ち
に
受
け
継

い
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
熱

く
語
っ
て
い
た
。

地
元
を
愛
す
る
心
、
そ
し

て
昔
か
ら
の
伝
統
と
絆
を
守

る
姿
を
、
次
世
代
の
子
ど
も

た
ち
へ
と
大
切
に
伝
え
続
け

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

3
年
生
の
親
子
が
参
加
し

た
本
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
は

親
も
昔
な
じ
み
の
よ
く
知
っ

て
い
る
人
同
士
、
和
気
あ
い

あ
い
と
仲
良
く
和
や
か
に
作

業
が
進
め
ら
れ
た
。「
笑
顔

や
会
話
が
は
ず
む
作
業
の
様

子
か
ら
、
学
校
を
温
か
く
支

え
て
下
さ
っ
て
い
る
姿
が
う

か
が
え
心
強
く
思
い
ま
し

た
」
と
友
野
校
長
は
笑
顔
で

語
っ
た
。

川 上 村

川 上 中 学 校
か わ か み

見
な
が
ら
味
付
け
・
量
な
ど

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
い

機
会
に
な
っ
た
」
と
好
評
で

あ
っ
た
。

　

宮
田
小
学
校
で
は
、
多
い

と
き
で
週
１
回
、
少
な
い
と

き
で
も
月
１
回
の
あ
い
さ
つ

運
動
を
行
っ
て
き
た
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
地
域
の
方
々
が
校
門
に

立
ち
、
子
ど
も
た
ち
と
ハ
イ

タ
ッ
チ
を
し
な
が
ら
元
気
に

あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
。
当

初
は
大
人
た
ち
だ
け
で
の
活

動
だ
っ
た
が
、
今
で
は
児
童

会
の
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に

活
動
し
、
あ
い
さ
つ
日
本
一

を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
の
あ
い
さ
つ
運
動
は
、

村
の
商
工
会
が
始
め
た
ボ
ン

ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で

も
あ
る
。
学
校
・
地
域
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
も
協
力
し
、
村
全
体
で

「
ボ
ン
ド
」
の
意
味
の
通
り
、

人
と
地
域
を
「
く
っ
つ
け

る
」
活
動
を
し
て
い
る
。
あ

い
さ
つ
を
通
し
て
顔
見
知
り

に
な
り
、
声
を
掛
け
合
い
、

人
と
関
わ
る
こ
と
を
大
切
に

し
、
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で

い
る
。

て
る
！
』
そ
ん
な
や
り
取
り

も
楽
し
か
っ
た
」「
子
ど
も

と
一
緒
に
ご
は
ん
を
つ
く
る

の
は
初
め
て
で
し
た
。
調
理

実
習
の
後
も
家
庭
で
何
度
か

子
ど
も
と
一
緒
に
料
理
を
し

て
い
ま
す
」
な
ど
感
想
が
出

さ
れ
、
親
子
で
食
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

よ
う
だ
。

　

「
子
ど
も
と
共
に
育
つ
」

と
い
う
清
水
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

の
言
葉
は
、
大
人
が
一
方

的
に
押
し
つ
け
る
の
で
は
な

く
、
大
人
も
子
ど
も
も
共
に

学
び
合
う
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
そ
の
こ
と
が
、
宮
田

小
学
校
の
教
育
理
念
で
あ
る

「
ふ
る
さ
と
宮
田
を
愛
し
、

村
を
創
る
子
ど
も
の
育
成
」

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と

感
じ
た
。

　

今
年
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で

冬
に
は
父
親
母
親
委
員
会

が
主
催
す
る
給
食
試
食
会
を

行
っ
て
い
る
。
校
長
先
生
も

「おいしくできるかな～」お父さんもパワー全開

「おはよう！」「おはよう！」カラマツの校舎でハイ、ポーズ

広
い
川
上
村
各
所
か
ら
約
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